









本訳注は『富山大学人文学部紀要』第 64 号（2016 年 2 月）掲載の「『タズキラ・イ・ホージャ
ガーン』日本語訳注（4）」の続編であり，日本語訳する範囲は底本（D126 写本）の p. 108 / 






















































102 / fol. 51b】～【p. 103 / fol. 52a】「日本語訳注（4）」101-102 頁参照。
2）ba‘dahu。Or. 5338, fol. 58b; Or. 9660, fol. 60b; cf. Or. 9662, fol. 72b による補遺。
3）umarālar。D126 は umarā を ‘MRA と綴るが，Or. 5338, fol. 58b; Or. 9660, fol. 60b; Or. 9662, fol. 
72b の AMRA による。
4）D126; Or. 5338, fol. 58b は TMAMH YARKND と綴るが，Or. 9660, fol. 60b の tamām Yārkand ahlï
および Or. 9662, fol. 72b の tamām Yārkand h
ˇ
alqï による。



































5）本書【p. 96 / fol. 48b】～【p. 97 / fol. 49a】「日本語訳注（4）」96 頁の叙述によると，ホージャ・ジャ
ハーンがガーズィー・ベグの屋敷に招かれ監禁された際も，招待の口実として「ノウルーズ（新年）の
見世物」が挙げられているので，監禁から解放までの時日はかなり短かったのであろう。
6）クプチャク・クルグズの首領で，イラからホタンに来ていた。本書【p. 70 / fol. 35b】【p. 101 / fol. 
51a】「日本語訳注（3）」49 頁，「日本語訳注（4）」100 頁参照。




ōja，Or. 9662, fol. 73b では Bubāq Muh
˙
ammadī。
8）Qara-qïr (<QRA QYR)。現カシュガル（喀什）市の南方約 9km に位置する疏勒市に当たる（本書【p. 
83 / fol. 42a】「日本語訳注（4）」86 頁の注 31 参照）。
－ 24 －
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9）D126; Or. 5338, fol. 59b は Muh
˙
ammadī と記すが，Or. 9662, fol. 73b の Muh
˙
ammad による。なお，
本書前述の個所【p. 110 / fol. 55b】では Muh
˙
ammad と記されている。
10）D126 は ŠHAV DYN BKAVL と綴るが，Or. 5338, fol. 59b; Or. 9660, fol. 62a; Or. 9662, fol. 74a の
ŠHAB ALDYN BKAVL による。
11）Gūmā (<KVMA)。Or. 9662, fol. 74a は KVMAH と綴る。ホタンとヤルカンドの中間に位置し，ホ
タンから西北西約 150km にある Guma Bazar に相当しよう（Sven Hedin, Central Asia Atlas (The 
Sino-Swedish Expedition, Publication 47, I. Geography, 1), Stockholm: Statens Etnografiska Museum, 
1966, NJ44 の地図参照）。
12）D126; Or. 5338, fol. 60a は TRD，Or. 9660, fol. 62a は TRDVD と綴るが，文脈により taraddud と
読む。





















13）D126; Or. 5338, fol. 60a; Or. 9660, fol. 62b; Or. 9662, fol. 74b は DVŠMN と綴るが，dušman と
読む。
14）Or. 5338, fol. 60a による補遺。
15）Or. 5338, fol. 60a; Or. 9660, fol. 62b による補遺。
16）ホージャ・ジャハーンの末弟ホージャ・アブド・アッラーの長子でホタンに配置されていた（本書【p. 
65 / fol. 33a】「日本語訳注（3）」44 頁，本書【p. 101 / fol. 51a】「日本語訳注（4）」100 頁参照）。
17）D126 は BŠ KŠ と綴るが，Or. 9660, fol. 62b の PYŠ KŠ により pīš-kaš と読む。
18）D126 は YĠLB と綴るが，Or. 5338, fol. 60b の YQLYB， Or. 9660, fol. 62b の YQYLB ，Or. 9662, 
fol. 74b の YQYLYB により yïqïlïp と読む。
19）barr vä。Or. 9660, fol. 62b; Or. 9662, fol. 74b による補遺。
20）D126; Or. 9660, fol. 62b; Or. 9662, fol. 74b は BHR と綴るが，A グループ写本の D191, fol. 103a; 







RAT と綴るが，Or. 9660, fol. 63a; Or. 9662, fol. 75a の DVR Z
ˉ
AT により dur z
ˉ
āt-i と読む。
22）D126 は TVFYLNK， Or. 5338, fol. 60b は TVFYNYK，Or. 9662, fol. 75a は TVFYLYNK と綴るが，

























































24）nidā。D126 は NDAR と綴るが，Or. 5338, fol. 60b; Or. 9660, fol. 63a; Or. 9662, fol. 75a の NDA
による。
25）bir vä bār と読み，「もう一度」と解した。

















許可 31）を与えた。ウマル・ミールザーを王国全体の宰相（wazīr32） jumlat al-mulk）にして，ガー
ズィ ・ーベグの息子 33）ウマル・ベグを再びホタンのハーキムにして送り出した。その後，〔猊下〕
自身はヤルカンドの統治の王座に確乎となり，司法と審判（dād soraġlarï）を聖法（シャリーア）
26）Nurmanova 氏によると，ジャハーン・ホージャムの筆名である（Aytjan Nurmanova, Qazaqstan 
Tarikhï Turalï Türkí Derektemelerï IV tom. Mŭkhammed-Sadïq Qashghari, Tazkira-yi ‘azizan, Almatï: 
Dayk-Press, 2006, p. 173, footnote 269）。
27）Or. 9660, fol. 63b; Or. 9662, fol. 75b により dīn（宗教）を補う。
28）sarulġan。D126 は SARVALĠAN と綴るが，Or. 5338, fol. 61a; Or. 9660, fol. 63b の SARVLĠAN
による。
29）D126 は FTVHY と綴るが，Or. 5338, fol. 61a; Or. 9660, fol. 63b; Or. 9662, fol. 75b の FTVH
˙
Y に
よる。なおフトゥーヒーは，スィッディーク・ホージャムの筆名である（Aytjan Nurmanova, op. cit., 
p. 173, footnote 270 および本書【p. 57 / fol. 29a】「日本語訳注（3）」36 頁の本文を参照）。
30）közümgä。Or. 9660, fol. 63b; Or. 9662, fol. 75b は「そなたの眼に（közüŋgä）」と記すが，D126; 















32）ハルトマン氏の表記に従い，wazīr-i としない（Martin Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das 
Ende der Caghataiden und die Herrschaft der Choğas in Kašgarien.” Der Islamische Orient. Berichte 
und Forschungen, Pts. 6-10, Berlin: Wolf Peiser Verlag, 1905, p. 250 参照）。




































āt tašwīšlarïdïn。Or. 9660, fol. 64a による補遺。
36）bī-ibā。D126; Or. 5338, fol. 61b は BY AYBA と綴るが，Or. 9660, fol. 64a; Or. 9662, fol. 76b の
BY ABA による。
37）D126; Or. 9660, fol. 64b の綴り BYH によるが，Biya の読みは不確定である。
38）A グループ写本の Turk d. 20, fol. 92a は，「クシュチ氏族（Qūščī uruġï）のクルグズたちの首領ク
バート・ミルザー（Qubāt Mirzā），すなわち彼を完璧な勇敢さによりバハードゥル・ビー（Bahādur 
Biy）と名付けていた」（Cf. D191, fol. 104b-105a; ms. 3357, fol. 136a）と記す。D191 写本と ms. 
3357 写本はクバートの名を QVT と綴り，前者には発音記号のシャッダが付されており，Quwwat と読
める。なお，Nurmanova 氏は D191 写本の kamāl šujā‘atdïn（完璧な勇敢さにより）を固有名詞の一
部とみなし，カマール・シュジャー・アッディーン・バハードゥル・ビーとする（Aytjan Nurmanova, 
op. cit., p. 174）が，従えない。
































39）ataŋïz。Or. 9660, fol. 64b; Or. 9662, fol. 76b による補遺。
40）D126 は ‘ALJH と綴るが，Or. 9660, fol. 64b; Or. 9662, fol. 76b の ĠALJH による。
41）この人物は，アーファーク派のホージャ・アーファークの息子（または孫）にあたるホージャ・ハサ
ンである可能性が高い。そのホージャ・ハサンについては，本書【p. 39 / fol. 20a】「日本語訳注（2）」
103 頁の本文および注 87 を参照。また，その伝記について，河原弥生「『ホージャ・ハサン・サーヒブ
キラーン伝』 フェルガナ盆地における民間所蔵史料の研究」『アジア・アフリカ言語文化研究』71 号，
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所，2006 年，205-257 頁参照。
42）sar-i rāh。D126 は SD RAH と綴るが，Or. 5338, fol. 62a; Or. 9660, fol. 64b の SR RAH による。
43）bu qabīlagä tašrīf keltürsäŋiz。Or. 9660, fol. 64b では「そなたの一族とともにお越しになるならば
（qabīlalarïŋïz birlä kelip tašrīf qïlsaŋïz）」，Or. 9662, fol. 76b では「そなたの民とともにお越しになる
ならば（h
ˇ
alqïŋïz birlä tašrīf keltürsäŋiz）」と記され，文意が異なる。
44）Or. 9660, fol. 64b の Andījān wilāyatlarï による補遺。















アクスの金庫係り 48）のミールザ ・ーカースィム・ベグ（Mīrzā Qāsim Beg）という者がおり，ミー


















atm-i rasūl Allāh oqudïlar）。すべてのウラマーたちで一杯になった。その後，〔ユー
47）アブド・アルワッハーブ・ベグはアクスのハーキムであり，本号で後述されるウシュのハーキム，ホ




















50）Aġača。 D126 は AĠA と綴るが，Or. 5338, fol. 62b の AĠAJH による。
51）本書の別の箇所（【p. 66 / fol. 33b】など）ではウチュ（Ūč）とも表記されている。
52）H
ˇ
anïm bilä。 Or. 9660, fol. 65b による補遺。
53）‘ayš ‘išratkä tüzäldilär。D126 は最後の語を TVLZ
ˉ











sān qïldïlar。Or. 9662, fol. 78a の欄外書き込みによる補遺。












































57）sālhā-yi sāl。D126 は語末の sāl に抹消線を引いているが，誤りである。
58）D126 は KLAB と綴るが，Or. 5338, fol. 63b; Or. 9660, fol. 66a; Or. 9662, fol. 78b の KLAM による。
59）H
ˇ
ōja Mu’min。D126; Or. 5338, fol. 64a; Or. 9660, fol. 66b; Or. 9662, fol. 79a は MV’MYN（Mu’mīn）
と誤記するが，Mu’min が正しい。以後，この誤記については注記しない。なお，ホージャ・アブド・























【p. 121 / fol. 61a】別離の日であり，今や眼に涙して悲しむな
そなたたちは今日，誰から別れるのか知っているのか
さて，ユースフ・ホージャム・パーディシャー猊下は子たちに退去の許可 64）を与え，＜神の






eni。Or. 5338, fol. 64a による補遺。
62）D126; Or. 5338, fol. 64a; Or. 9660, fol. 67a; Or. 9662, fol. 79a は DVŠMN と誤って綴る。
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保護のもとに＞と言って，ヨフルガ（Yofūrġā）65）の道によりヤルカンドへ向かった。時はサラ





























66）tābiš。D126 は TBŠ と綴るが，Or. 5338, fol. 64b; Or. 9660, fol. 67b; Or. 9662, fol. 79b の TABŠ に
よる。
67）D126; Or. 5338, fol. 64b; Or. 9660, fol. 67b は NAZVK と綴るが，nāzuk と読む。
68）「雄ラクダの砂」を意味するボグラ・クムは，オルダム・パーディシャー聖域のある砂漠を指している
と思われる（澤田稔「オルダム・パーディシャー聖域について」『内陸アジア史研究』第 14 号，1999 年，
95-96 頁，Sawada Minoru, “A study of the current Ordam-Padishah system,” Journal of the History 
of Sufism, vol. 3, 2001, pp. 94-95 参照）。






L，Or. 5338, fol. 64b は TFS
˙
YL，Or. 9660, fol. 67b は TFD
˙
YL と綴るが，A グ
ループの写本の Turk d. 20, fol. 95a; D191, fol. 108a; ms. 3357, fol. 142b の NBD
˙
による。




























72）rang。A グループの写本の Turk d. 20, fol. 95b; ms. 3357, fol. 143b による補足。
73）bolġan。Or. 9660, fol. 68b; Or. 9662, fol. 80b による補足。
































76）D126; Or. 5338, fol. 65b の FYD
˙
による。Or. 9660, fol. 69a; Or. 9662, fol. 81a は FYD
˙
L と綴る。
















lī であるかもしれない。その記事によると，彼は 486（西暦 1093/94）年に
カシュガルで亡くなり，そこに埋葬された（Istoriia Kazakhstana v persidskikh istochnikakh, tom 1, 
Dzhamal al-Karshi, Mulkhakat bi-s-surakh, Vvedenie, perevod s arabsko-persidskogo, kommentarii, 
tekst, faksimile Sh. Kh. Vokhidova, B. B. Aminova, Almaty: Daik-Press, 2005, p. 91; Materialy po 
istorii Srednei i Tsentral’noi Azii X-XIX vv., Tashkent: Izdatel’stvo Fan Uzbekskoi SSR, 1988, p. 102; 
Julian Baldick, Imaginary Muslims: The Uwaysi Sufis of Central Asia, London-New York: New York 
University Press, 1993, pp. 155-157）。『ターリーヒ・ラシーディー』には，カシュガルにある数多く
の〔聖者の〕墓の一つとして Husain Fasl Khwája のものが挙げられている（ A History of the Moghuls 
of Central Asia, Being the Tarikh-i Rashidi of Mirza Muhammad Haidar, Dughlat, An English Version 
Edited, with Commentary, Notes, and Map by N. Elias, the Translation by E. Denison Ross. London: 










-i amniyya, Bibliothèque Nationale, Collection Pelliot, B1740, fol. 196a）。これら三者は
フサイン・ファイズ・アッラー・ホージャムとは微妙に名前の一部に違いがあるけれども，比較対照の
ために注記しておく。
77）šibr (<ŠBR)。šibr には「親指と小指とを張った長さ」のほかに ‘a span of space’（James W. 
Redhouse, A Turkish and English Lexicon, New Impression, Constantinople, 1921, p. 1115）の意味が
あるので，「空き地」と意訳する。なお，本書【p. 74 / fol. 37b】「日本語訳注（3）」53 頁，【p. 107 / 





























al yārī bermäs erdi。yārī bermäs の部分を D126 は YARMAS と綴るが，Or. 5338, fol. 
　65b; Or. 9660, fol. 69a の YARY BRMAS に よ る。 な お，A グ ル ー プ の 写 本 の Turk d. 20, fol. 
96b-97a; D191, fol. 109b; ms. 3357, fol. 145b は「しかし，互いに復讐する都合のよい機会はなかった」
と記す。
81）bī-karān。D126 は BYKRANH と綴るが，Or. 5338, fol. 66a; Or. 9660, fol. 69a; Or. 9662, fol. 81b
の BYKRAN による。
82）D126 は har naw‘ の前に BR と綴られているが，不要である。
83）panāh。D126; Or. 9662, fol. 81b は PNA と綴るが，Or. 9660, fol. 69b の PNAH による。
84）jāsūs ibärdi ki yah
ˇ
šï sözlär birlä keltürgäy sen. ‘Amūrs
ˉ





n birlä yandurdï. Ba‘dahu Ūč h
ˇ







 [sic]) qïlïp özi pīš-bāz töräniŋ aldïġa。Or. 9660, fol. 69b; cf. Or. 9662, fol. 82a による補遺。
ただし，「アムルサナーから来た使者」は Or. 9662, fol. 82a では「ダバチから来た使者」となっている。
85）šahr。D126 は ŠKR と誤記するが，Or. 5338, fol. 66a; Or. 9660, fol. 69b; Or. 9662, fol. 82a の ŠHR
による。





『蒙古回部王公表伝』第 1 輯，呼和浩特：内蒙古大学出版社，1998 年，630 頁，祁韻士『皇朝藩部要略』
1965 年，台北：文海出版社，831-832 頁）。























87）『平定準噶爾方略』正編，巻 15，乾隆 20 年 7 月乙酉の条によると，ダワチがホージャ・スィー・ベグ
に捕らえられて清の軍営に送致されたのは，乾隆 20 年 6 月 24 日（西暦 1755 年 8 月 1 日）のことであ




川哲雄「アムルサナをめぐる露清交渉始末」『九州大学歴史・地理学年報』第 7 号，1983 年，79-80 頁
参照。
88）Bejīn。D126 は BRJYN と綴るが，Or. 9660, fol. 70a; Or. 9662, fol. 82a の BJYN による。





朝克図（整理）『蒙古回部王公表伝』第 1 輯，119，630-631 頁）。『欽定西域同文志』巻 8 によると，ダ
ワチは「和碩親王額駙」，子の羅布扎（Lobja）は「多羅郡王額駙」に封じられた（『欽定西域同文志』上冊，
東京：東洋文庫，1961 年，508，518 頁）。
90）D126; Or. 5338, fol. 66b は MANDH と綴るが，Or. 9660, fol. 70a の DRMANDH による。
91）D126 は PADŠA と綴るが，Or. 5338, fol. 66b; Or. 9662, fol. 82b の PADŠAH による。
92）pur-quwwat。D126 は FVR QWT と綴るが，Or. 9660, fol. 70a の PR QWT による。
93）ホージャ・アフマドは，ホージャ・アーファークの長男ホージャ・ヤフヤーの息子である（本書【p. 
37 / fol. 19a】【p. 39 / fol. 20a】「日本語訳注（2）」100，102 頁）。カルマクによるホージャ・アフマド








































94）Or. 9662, fol. 83a による補遺。
95）エレン・カブルガは，イリ河の支流ハシュ（カシュ）河の水源付近の山地，エレーン・ハビルガの訛
りであろう。本書【p. 44 / fol. 22b】「日本語訳注（2）」108 頁の注 115 参照。
96）原義は「山地民」。
97）sīz。D126; Or. 9662, fol. 83b は SZ と綴るが，Or. 5338, fol. 67a; Or. 9660, fol. 71a の SYZ による。
98）paydā qïldï。D126; Or. 5338, fol. 67b は paydā /faydā boldï と記すが，Or. 9660, fol. 71a; Or. 9662, 
fol. 83b による。
－ 38 － － 39 －
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99）wuqū‘。D126 は VQV と綴るが，Or. 5338, fol. 67b; Or. 9660, fol. 71b; Or. 9662, fol. 84a の VQV‘ に
よる。
100）nāzuk。D126; Or. 5338, fol. 67b; Or. 9660, fol. 71b; Or. 9662, fol. 84a は NAZVK と綴る。


























































104）ホージャ・ジャハーンの末弟ホージャ・アブド・アッラーの二男（本書【p. 65 / fol. 33a】「日本語訳注（3）」
44 頁参照）。
105）ジューンガル王国のために糧賦の徴収を司る職の名称であろう。その職掌と語源については，佐口透
『18-19 世紀 東トルキスタン社会史研究』東京：吉川弘文館，1963 年，111-112 頁，Joseph Fletcher, “The 
biography of Khwush Kipäk Beg (d. 1781) in the Wai-fan Meng-ku Hui-pu wang kung piao chuan, ” 
Acta Orientalia Akademiae Scientiarum Hungaricae, 36, Budapest, 1982, p. 171, note 14 (Joseph F. 
Fletcher, Studies on Chinese and Islamic Inner Asia, Great Britain: Variorum, 1995 に再録 ) を参照さ
れたい。
106）ヤルカンドの南南東約 60km に位置する。現在の葉城（Qaghiliq）。Sven Hedin, Central Asia Atlas, 
NJ43 の地図参照。
107）Or. 9660, fol. 72b による補遺。ただし，人名の一部 Mīr を MR と綴っている。
108）D126 は QBAT と綴るが，Or. 5338, fol. 68b; Or. 9660, fol. 72b; Or. 9662, fol. 84a の QBAD による。
109）本書【p. 116 / fol. 58b】では「クバード・ミールザー」と記されている。Or. 9660, fol. 72b ではビ
ヤではなく，ミールザーと記す。
110）ヤルカンドの西北約 110km に位置する。Sven Hedin, Central Asia Atlas, NJ43 の地図では Yangi 
Hissar と表記されている。
111）wuqūf。D126 は VQF と綴るが，Or. 9660, fol. 72b; Or. 9662, fol. 85a の VQVF による。
112）アルトゥチュはアルトゥシュのことで，カシュガル市の西北約 20km の「上アルトゥシュ」とカシュ
ガル市の東北 30km の「下アルトゥシュ」とがある。本書【p. 79 / fol. 40a】「日本語訳注（4）」82 頁
の注 6 参照。
113）Or. 5338, fol. 68b; Or. 9662, fol. 85a による補遺。





































114）A グループの写本の Turk d. 20, fol. 100a; D191, fol. 113a; ms. 3357, fol. 151b は，「王子たちのうち，


































































120）Or. 9660, fol. 73b; Or. 9662, fol. 86a による補遺。









123）Or. 9662, fol. 86a; cf. Or. 9660, fol. 73b による補遺。
124）Or. 9660, fol. 73b; Or. 9662, fol. 86a による補遺。
125）Or. 9660, fol. 73b は「大集団が分離した」（jam‘-i ‘az
˙
īm iftirāq taptïlar），Or. 9662, fol. 86a は「大
集団が別離を嘆きあった」（jam‘-i ‘az
˙
īm āh-i firāq tartïštïlar）と記す。
126）ra‘āyā。但し，D126; Or. 5338, fol. 69b; Or. 9660, fol. 74a; Or. 9662, fol. 86b は R‘AYH と綴る。
127）giriftār bolġusï dur（Or. 5338, fol. 70a）。D126 は giriftār äylädi と記す。
































128）tārājġa（Or. 9660, fol. 74a; Or. 9662, fol. 87a）。D126 は tājïġa と記す。
129）šarmsār。但し，D126; Or. 9660, fol. 74a; Or. 9662, fol. 87a は ŠRM SAZ と綴る。
130）siz。但し，D126; Or. 5338, fol. 70a; Or. 9660, fol. 74b; Or. 9662, fol. 87a は sizni と記す。
131）D126 は「アッラー」の部分を V ALLH と綴るが，Or. 9660, fol. 74b; Or. 9662, fol. 87a により
Allāh と読む。
132）アーホン・ムッラ ・ーマフムードがカシュガルのアーラム（a‘lam，最上位の学者）であることは，本書【p. 
106 / fol. 53b】「日本語訳注（4）」105 頁に示されている。
133）pāy-gāh。D126; Or. 9662, fol. 87b は PYKAH と綴るが，Or. 9660, fol. 74b の PAYKAH による。
134）この即位儀式に類似する事例について，小松久男「アンディジャン蜂起とイシャーン」『東洋史研究』














136）D126; Or. 5338, fol. 70b は「ベシュケリムのハーキム，ニヤーズ・ベグ，ファイザーバードのハー
キム，ムハッラム・ベグ」と記すが，Or. 9662, fol. 87b による。本書【p. 91 / fol. 46a】「日本語訳注（4）」
92 頁も参照。清朝征服後のことであるが，清朝史料（『平定準噶爾方略』続編，巻 4，『清高宗実録』巻
































140）Or. 9660, fol. 75a; Or. 9662, fol. 88a は「物語の章。聞かねばならない」と記す。
141）Or. 9660, fol. 75a; Or. 9662, fol. 88a による補遺。
142）jam‘ äylämäk。D126 は jam‘ī äylämäk と記すが，Or. 5338, fol. 71a; Or. 9660, fol. 75a; Or. 9662, 
fol. 88a による。
